
下手水と緑と花のまちお対昭和51年 1月1日 No.777 

市政だより
人口の動き 法律相談日

12月1日現在前月比 I1 1月22日(木)

人口 61，069十28 11 9時30分"-'15時
男 29，672+ 22 11 
女 31，397 +6  11甫役所市民相談室

世清数16，590+41 11 お気軽にどうぞ
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'若い力， 全国大会初出場の園芸高校ラゲビ一部のみなさん

環壌の撃競・?福祉の向上を c 

希霊に満ちた 除夜の鐘と共lζ、昭和51年の希望に満ちた朝を迎えられ

た乙とでしょう。

我が国の経済情勢は、石油問題以来低迷を続け、ょうや

く安定成長の方向に転換しつつあります。

市民に直結する地方行政もまだまだ厳しいものがありま

すが、市は経費の効率化と財源の重点配分により、生活環

境の整備、市民の健康管理、社会福祉の増進など積極的lζ

事業の推進を計り「明るく住みよい調和のとれたまちづく

り」に努力しています。

また昨年5月海上空港として脚光をあびた新空港も、開
港以来県民の足として大いに利用され、今後交通網の拠点

として、九州横断自動車道、長崎新幹線の早期実現により

さらに健康で文化的な都市として、あるいは豊かな産業都

市としての発展が期待される乙とでしょう。

ヲ受賞手今年
一一一一一一一一一一一一一一一一

昭和 51年
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛 印刷所/合同印刷
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市
民
の
み
な
さ
ま
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

九
時
昨
年
は
市
政
に
対
し
て

ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て

待
望
久
し
か
っ
た
新
空
港

も
開
港
し
、
市
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
よ
う
と
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
や
武
道
館
等
市
民

の
教
育
文
化
施
設
面
の
充
実
。

下
水
道
や
道
路
等
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
も
順
調
に
進
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

源
の
合
理
的
な
配
分
と
効
率
化
を

は
か
り
、
経
費
の
節
約
を
行
い
な

が
ら
重
点
施
策
を
推
進
す
る
と
い

う
、
今
ま
で
に
な
い
き
び
し
さ
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

我
国
経
済
は

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
の
時
代

へ
と
移
行
し
、
財
政
運
営
な
ど
に

つ
い
て
新
し
い
角
度
か
ら
見
直
し

の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
お
り
、
財

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
本
年

は
、
上
下
水
道
、
ご
み
処
理
施
設

等
生
活
環
境
の
整
備
。

市
立
病
院
の
改
築
等
市
民
の
健

康
管
理
。

住
民
セ
ン
タ
ー
、
電
算
機
導
入

等
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。
社
会

福
祉
の
増
進
。
産
業
の
振
興
。
高

速
自
動
車
道
の
着
工
等
国

・
県
事

業
の
推
進
な
ど
を
柱
と
し
て
、
皆

さ
ま
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う

今
年
も
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
る
決

意
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

六
万
市
民
の
願
い
で
あ
る
「
明

る
く
住
み
よ
い
、
調
和
の
と
れ
た

ま
ち
」
づ
く
り
の
た
め
、
ど
う
か

本
年
も
市
政
に
対
し
て
こ
れ
ま
で

に
・
も
ま
し
て
ど
協
力
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

市
民
の
皆
様
の
ど
健
康
を

心
か
ら
お
慶
び
申
上
げ
ま

す。
返
り
み
ま
す
と
.
昨
年

は
箕
島
の
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
全

国
初
の
海
上
空
港
が
、
わ

が
大
村
市
に
オ
ー
ブ
ン
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
空
港
を
利
用
し
て

農
業
政
策
を
ど
う
結
び
つ

け
る
か
、
観
光
開
発
の
中
の
空
港

の
位
置
づ
け
と
を
ど
う
結
び
つ
け

る
か
な
ど
、
問
題
は
山
積
し
て
お

り
、
折
角
の
空
港
を
大
い
に
利
用

し
、
メ
リ
ッ
ト
の
面
を
多
く
し
て

位
置
す
る
大
村
市
を
交
通
の
要
衝

と
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
発
展
さ

せ
る
か
を
積
極
的
に
考
え
、
的
確

な
方
向
を
見
定
め
、
そ
の
推
進
を

計
り
た
い
と
思
う
次
第
で
ご
ざ
い

い
く
か
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
今
年
は
‘
九
州
横
断

自
動
車
道
も
着
工
さ
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
が
、
長
崎
県
の
中
央
に

ま
す
。ご
存
じ
の
と
お
り
、
地
方
自
治

体
の
財
政
は
、
予
想
以
上
に
ひ
っ

迫
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大
村
市
も
例
外
で
は
な
く
、
議

会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
乙
の
財

政
硬
直
化
の
打
開
を
理
事
者
と

一

体
と
な
っ
て
協
力
し
、
で
き
る
限

り
節
減
で
き
る
も
の
は
節
減
を
な

し
、
国
・
県
な
ど
に
要
望
で
き
る

も
の
は
そ
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
の

向
上
と
福
祉
の
向
上
は
後
退
す
る

わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

申
す
ま
で
も
な
く
.
福
祉
は
哀
れ

む
も
の
で
は
な
く
協
力
し
合
う
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
高
負
担
も
や

む
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

高
イ
ン
フ
レ
の
中
で
農
漁
業
の

振
興
策
‘
商
工
業
の
発
展
策
な
ど

は
、
最
も
強
力
に
推
進
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
頭
に
あ
た
り
議
会
の
使
命
は

何
た
る
か
を
自
覚
し
、
明
る
い
豊

か
な
、
水
と
緑
と
花
の
ま
ち
大
村

建
設
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ど
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
粗
辞
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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りおおむ市政だより(3) 

わ
た
し
た
ち
が
、
衛
生
的
で
文
は
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

化
的
な
生
活
を
営

む

た

め

に

な

く

ま

た
、
公
共
下
水
道
と
併
行
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
が
公
共
下
水
て
主
に
雨
水
排
除
、
浸
水
防
止
の

道
で
す
。

た

め

、

竹

松

地

区

に

お

い

て

都

市

当
市
は
、
都
市
に
と
っ
て
基
幹
下
水
路
の
工
事
を
今
月
上
旬
か
ら

的
施
設
と
も
い
え
る
公
共
下
水
道
行
う
予
定
で
す
。

事
業
を
昭
和
田
十
九
年
度
か
ら
着
工
事
中
は
交
通
止
め
な
ど
、
付

手
し
、
第
一
期
計
画
と
し
て
市
街
近
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ど
迷
惑
を

地
面
積
三
五
六
仰
の
区
域
を
昭
和
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど

五
十
五
年
度
ま
で
に
整
備
で
き
る
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ょ
う
下
水
道
汚
水
管
布
設
工
事
を
〈
通
行
止
め
箇
所
〉

ム
公
共
下
水
道
工
事

進
め
て
い
ま
す
。

一
、
場
所
三
域
小
裏
1
九
州
電

乙
の
公
共
下
水
道
が
で
き
あ
が

力
変
電
所
l
向
陽
高
校
入
口
、

り
ま
す
と
、
家
庭
や
工
場
な
ど
か

市
道
六
五

・
五
九
・
六
七
・
二

ら
流
れ
出
た
汚
水
は
衛
生
的
、
化

四
0
・
二
三
九
号
線

学
的
に
処
理
さ
れ
ま
す
か
ら
、
ド

期
間
一
月
五
日

t
三
月
三
十

ブ
川
が
な
く
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
一
日

発
生
が
な
く

な

り

ま

す

。

二

、

場

所

岩

崎

眼

科

前

t
大
村

ま
た
、
汚
水
が
直
接
川
へ
流
れ
郵
便
局
前
、
市
道
一
五
三
号

込
む
こ
と
が
な
く
な
り
、
川
や
海
期
間
一
月
五
日

t
一
二
月
三
十
一

ょ一一一一
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特

産

品
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;
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¥
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一
そ

i

一
れ
い
わ
い
い
え
ケ
護
機
騒
市
役
所
の
市
民
コ
ー
ナ
ー
に
大
識
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ま
た
市
外
~

r
Fて
¥
竺
ぷ
ぷ
一
一一ベ
村
市
郷
土
特
産
品
一
陳
列
ケ

l
ス
の
人
に
も
大
村
の
風
土
と
、
歴
史
一

ご
:
¥
一
一
一
一
一
ぞ
ぷ
ア
ミ
ヘベ一

(写
真
)
を
設
置
し
ま
し
た
。
に
生
き
づ
け
る
特
産
品
を
ど
愛
用

九

プ
ゑ
モ
ナ
コ
:
一
¥r
i
r
hゑ一
ふ
兆
一
九

市
民
の
皆
様
に
郷
土
特
産
品
の
い
た
だ
き
、
地
場
産
業
の
振
興
を
~

.
一一九九一…ー部
品
…
:
ホ
ム
ム
??

p

………:八三明快
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住
民
、
三

献糸
町
内
容
、
特
徴
を
見
な
お
し
、
案
外
図
る
目
的
で
陳
列
し
ま
し
た
。

〕

i~LvtvmVAf--

¥ノ
ι
川泌
総
側

T

L円

pzy鱒

、
可

~L
U

川
九
川

y
dh

以
幾
多
W
知
ら
れ
て
い
な
い
特
産
品
を
再
認

v

k?
にし
…十九二一い
…?

J

H

・-J-e
'''
'tJ
、，，‘e
，--e
、.32
'e，，‘
，rz.，，e
，一--
、、，=，d‘，、、
reee
，，‘Z
J'
、，，
aa--.
‘、，・
-u.
，‘、rz
，，，‘ZJ・、，，e
e，J
‘、，
r'z
，‘、
-Jt，，.，-J-、，，-e
e--a、.2
3F
，E、
-Je-
-，Ee
Z-二
、，，F
ee--.

大村都市計画下水道事業

下水道住みよい町に

建設工事着々と進む

つ急ご

口
M

A
U

都
市
下
水
路
工
事

一
、
場
所
大
川
田
都
市
下
水
路

富
の
原
二
丁
目
海
岸
付
近
、
市

道
六
二
号
線

期
間
一
月
五
日

l
三
月
三
十

一
日

二
、
場
所

黒
丸
都
市
下
水
路
、

宮
小
路
三
丁
目
立
花
バ
ス
停
横

l
市
水
道
部
水
源
地
、
市
道
七

三
号
線

期
間
一
月
五
日

l
三
月
三
十

一
日

※
制
限
内
容

岩
崎
眼
科
前

I
大
村
郵
便
局
前

は
片
側
通
行
止
め
、
他
は
全
面

通
行
止
め。
。

て時 へ込きりク地
お々メ移みは、ス上家 l 
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う、ッいし定つ屋メや 7こ
。きク や 工た内 l庭 タよ

rzt言25??lり:
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しは 所申とたッ、 J~、，

'・

さいてらク!メ入犬 ド
いでつ再生スボ 1口は グ
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。

が
雇
用
促
進
融
資
の
ご
案
内
H

1
月

別

乙
れ
は
、
公
共
職
業
安
定
所
を

通
じ
て
従
業
員
を
雇
い
入
れ
る
人

に
、
従
業
員
の
た
め
の
施
設
な
ど

を
設
置
、
ま
た
は
整
備
す
る
た
め

の
資
金
を
長
期
、
低
利
で
融
資
す

る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

融
資
す
る
資
金

同
社
宅
、
寄
宿
舎

勾
福
祉
施
設

(保
健
、
給
食
、

ま

で

受

付

日
そ
の
他
の
施
設
、

設
備
)

同
職
業
訓
練
施
設

(教
室
、
実

習
場
な
ど
)

岡
通
年
雇
用
設
備

回
そ
の
他

融
資
す
る
金
額

H
社
宅
二
戸
当
り
(
耐
火
六

十
五

d
)
約
四
百
九
十
七
万
円

ま
で

向
寮

一
戸
当
り
(
耐
火
二
十

ぽ
)
約
百
四
十
八
万
円
ま
で

こ
の
ほ
か
土
地
代
も
融
資
し
ま

す・国
福
祉
施
設
事
業
主
三
千

五
百
万
円
ま
で

団
体
六
千
万
円
ま
で

金
利中
小
企
業
七
・
五
Mm

大
企
業
八
労

返

済

期

間

三

十

年

以

内

五

十

年

度

分

の

受

付

期

間

一
月
末
日
ま
で

申

込

取

扱

金

融
機
関

詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課
ま

た
は
公
共
職
業
安
定
所
へ
。
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第

6
回

「
く
ら
し
の

一
般
消
費
者
を
対
象
に
、
く
ら

し
に
必
要
な
知
識
情
報
を
提
供
し

生
活
の
科
学
化
向
上
を
図
る
た
め

の
教
室
で
す
。

日
時
、
場
所

一
月
八
日
(
木
)
午
後
一
時
三

十
分

t
三
時
三
十
分
福
祉
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室

内
容

一

遺

族

の

皆

さ

ん
お

↑
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
団
が
一
月
二

一
十
日
に
出
発
し
ま
す
。

一
大
村
か
ら
は
ビ
ル
マ
の
ミ
チ
1

一
ナ
及
び
フ
l
コ
ン
地
区
に
次
の
人

一
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

一
ビ
ル
マ
の
ミ
チ
l
ナ
及
び
フ

l

…
コ
ン
地
区
で
戦
死
さ
れ
た
遺
族
の

…
人
で
戒
名
、
線
香
な
ど
(
で
き

一
る
だ
け
荷
に
な
ら
な
い
も
の
)
を

ー一一ー-01・‘

日
教
室
」

1
月

8
日

開

設

川
映
画
「
食
糧
危
機
、
食
糧
資

源
に
つ
い
て
」

同
お
は
な
し
「
食
糧
危
機
は
、

ホ
ン
ト
に
く
る
か
」

長
崎
県
生
活
セ
ン
タ
ー
主
事

上
野
正
信
先
生

的
話
し
あ
い

苦
情
相
談
午
後
三
時
三
十
分
l

四
時

せ

一

乙
と
ず
け
ら
れ
る
人
は
大
村
市
…

遺
族
会
に
ど
連
絡
下
さ
い
。
一

池
田
住
宅
十
区
四
八
五
号
一

孫

平

七

郎

(

三

菱

)

一

耳

③

|

一

六

九

七

一

竹
松
本
町
九
三
四
番
地
・

清
水
忠
孝
(
建
設
業
)
…

皿

①

i
八

六

二

二

一

J¥ 

知

り

な
お
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
ど
'
参
加
下

Z
-

、。
ー、三r
、，
L
V

-z

・・.. 
・.. a
・.，.・
e----e
・.，・
.. 
・‘.，
.e，・..
 
・・.，
.. 
，・・・'・.，・
.. 
・.. 
・・
.. 
・.. 
・・.・・.・
'・・
-e・.，
s

・

，、.....・，勺・'、づ，"・，，"町、.....，/・.，.，.、;.....・、bρ'1，'"、，."，-"'"・町、、"'''''‘，、、、e

"""い、M ・'...... 、ρ・'.;両，ι."、';""・‘』‘".川、υυ'w戸'.川、.....'..，.個、‘.1，，;圏、川

自動車安全運転センターて

交通事故証明書など

本
年
一
月
一
日
か
ら
、
特
殊
法

人
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の

長
崎
県
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
次

の
業
務
を
始
め
ま
す
。

@
交
通
事
故
証
明
書
の
発
行

交
通
事
故
証
明
書
は
、
昨
年
ま

で
警
察
署
が
発
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
の

長
崎
県
事
務
所
が
発
行
し
ま
す
。

証
明
書
の
必
要
な
人
は
、
申
請

書
(
郵
便
振
替
用
紙
に
印
刷
し
た

も
の
)
に
手
数
料
(
事
故
証
明
一

枚
に
つ
き
四
百
円
)
を
添
え
て
、

最
寄
り
の
郵
便
局
か
ら
申
込
ん
で

下
さ
い
。

申
請
書
は
、
警
察
署
、
派
出
所

駐
在
所
、
損
害
保
険
会
社
、
農
業

協
同
組
合
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

e

証
明
書
は
、
郵
便
で
お
届
け
し

ま
す
(
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
直
接

申
込
ん
だ
人
に
は
、
窓
口
で
お
渡

し
し
ま
す
)

察
本
部
交
通
企
画
課
(
長
崎
⑫
|

五
一

O
一
内
線
二
四
一
五
〉
ま
た

は
最
寄
り
の
警
察
署
交
通
課
、
派

出
所
、
駐
在
所
で
お
尋
ね
下
さ
い

償
却
資
産
の
申
告
は

漏

れ

な

く

ど

う

ぞ

に(及 書 の数な無 @ 
つなび申の申申を人事自運
きお駐請場込請知や故分転
六手在書合方でり、・の経
百数所はと法証た交無運歴
円料に、同は明い通違転証
)はあ警じ、書人違反経明
経り察で交をな反の歴書
歴ま署す通発どの証にの
証す・。事行に現明つ発
明。派 故し、在のい行
ー 出 証ま本の必て
枚 所 明す人点要

付)申産り 入算得産の家 下に い市月
水 告もでまさ上税で用屋なさつ法ま長一償
池構し含なたれ必あ、に以おいい人すに日却
、築なみく、る要る本供外、。て、。申現資
水物けま他自ベ経い来すの償 次個 告在産
槽(れす人己き費は、る資却 の人 すのの
な煙ば。に使資ま法誠乙産資 との る所所
ど突な 貸用産た人価との産 お別 乙有有
)、ら しのでは税債がうと りな と状者
軌な てもす損の却でちは 申く に況は
道い いの。金税費き、、 告全 なな毎
、資 るば に務がる事土 し資 つど年
貯産 資か 算計所資業地 て産 てをー

。
免
許
停
止
直
前
の
点
数
通
知

交
通
違
反
な
ど
の
点
数
が
、
運

転
免
許
の
停
止
処
分
を
受
け
る
直

前
の
点
数
に
な
っ
た
人
に
郵
便
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

A
V
セ
ン
タ
ー
所
在
地

長
崎
市
万
才
町
四
番
八
号

長
崎
県
警
察
本
部
内

E
O九
五
八
|
⑮
|
四
五
九
一

な
お
、
詳
し
く
は
、
長
崎
県
警

耳
と
言
葉
の
相
談
日
は

1
月
刊
日

同

機
械
及
び
諸
装
置

内
客
船
、
運
搬
船
、
漁
船

同

航

空

機

同
車
両
及
び
運
撮
具
(
大
型
特

殊
自
動
車
、
手
押
車
な
ど
)

同
工
具
、
器
具
及
び
備
品

川

遊
休
未
稼
働
の
資
産
、
簿
外

資
産
な
ど

申
告
書
提
出
先
市
課
税
課

申
告
期
限
一
月
二
十
日
(
火
)

そ
の
他

O
申
告
書
用
紙
は
課
税
課
に
あ
り

ま
す

O
昭
和
五
十
一
年
度
は
基
準
年
度

の
た
め
全
資
産
に
つ
い
て
申
告

し
て
下
さ
い
(
減
資
産
の
明
細

は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
)

O
申
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は
課
税

課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

午
後

1
時

1
4時

タ

福

祉

セ
、， ... 
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産
業
前
l
県
営
パ
ス
営
業
所
1

消

防
署

圃
消
防
出
初
め
式

日
時
一
月
八
日

午
前
九
時
三
十
分

場
所
第
一
式
場
市
民
会
館

第
二
式
場
大
村
消
防
署

消
防
車
行
進

市
民
会
館
|
八
幡
町
西
沢
か
ど

|
鶴
亀
橋
l
片
町
|
大
村
小
学
校

横
|
国
道
(
市
役
所
前
)
川
里

徒
歩
行
進

市
民
会
館
l
裁
判
所
前
|
西
沢
か

ど
l
本
町
|
徳
田
屋
か
ど
l
駅
通

り
|
松
早
石
油
l
泊
防
署

分
列
行
進

消
防
署
前
通
り
の
琴
尾
医
院
横
に

観
閲
台
を
設
け
て
行
い
ま
す
。

放
水
訓
練

大
上
戸
川
金
丸
橋
付
近

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

一話

一部
幻
一
旧
日
一
閃
町
一
即
日
一

m
m一
m
m一
日
出

一

一電

一
4

4
一
4
0
2
4
4
一
4

4
一
4

4
一
4
0
2
4
4
一

一地一

2
町

一
町

郷

一
町
津
一
町
郷
一
城
町
一
町
郷
一
町
町
一

医

一在
一
峨
本

一並
ノ

一松
出
一
本
ノ
一
三

一本
古
一
島
佃
一
時

時

一
所
一
宮
西
一
松

一
一並

杭

一東
一

一東

古

一東
寿
一
玖
大
一
後

、=-
T
i
l
-
-
丁
1

1

1
一|
|
I
T
-
-
TI
l
l7

1

7

ー
ー一

午

曜
一
〉
コ
一
院
科

一
院

院

一院
科
一
科
院
一
科
科

一形
院
一
院
院

一
~

日
一
三
医
眼
一
医
医

一
医
外
一
内
医
一
内
外
一
整
医
一
医
医

一脚

い
一
院
一
山

崎

一
藤
辺

一
田
藤
一
井
利
一
崎
一
松
崎
一
井
本

一晴

正
一

医

一
牧
岩
一
後
渡
一
今
佐

一
藤
毛
一
間
田

一
貞
長
一
寺
桝
一
昨

の

一
川
一

-F
科

科

一

科

科

目

配

一

科

科

副

州

一鮪

1
一利

一
内
一
人
内
一

一

一

一

外

7
引
臥
一
診

1
一噴

一同
一
婦
町
内
一

一

一

一形

一

面

一

※

一
言
一
外
眼
一
産
体
一
内
外

一内

内

一内

外

一
整
内
一
内
附

一む

け

一川

一
万

引

一

H
一川

一

お

当
日
午
前
八
時
に
訓
練
召
集
の
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

十
五
秒
吹
鳴
l
六
秒
休
止
l
十
五

秒
吹
鳴注

射
と
検
診

園
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

1 }j 8 日 11~:;!ごi叫竹よ出張所 l 明Li JE l z月
一雨:…-4平*D!Æ ~I ミ i ミ

園

3
歳
児
健
康
診
査

こ
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
。

対
象
昭
和
四
十
七
年
七
月
生
れ

及
び
昭
和
四
十
七
年
一
月
か
ら

六
月
生
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査

、eJE
，J
J
7
う
1
2
t
f
r
f
-
3
2
〉
-
3
1
f
e
，(
f
J
J
)
，，-
t
f
t
f
-
r
z
J
J
3
-
e
t
i
f
-
-
r
-
f
J
'
'
ごう
=
t
i
f
e
，f
，f
E
J

U

来

館

市

は

、

新

成
人
の
門
出
を
祝
福

場

所

市

民

会

館

机

~

、
c
d

に

A
A
一
品
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
成
人
式

行

事

て

式

典

ん

一

日

軽

民

を

行

い

ま

す

。

二

、

新

成

人

の

主

張

小

川

D
気

市

該

当

者

に

は

一

月

十

日

ご

ろ

ま

三

、

新

成

人

の

つ

ど

い

ル

~

〈

で

で

に

通

知

し

ま

す

が

、

通

知

が

乙

(

音

楽

演

奏

)

一

小

人

着

目

な

い

人

は

ご

連

絡

下

さ

い

。

連

絡

先

市

社

会

教

育

課

ヘ

ケ

~
品
叫
ん

5

該

当

者

昭

和

三

十

年

四

月

一

一

日

電

話

③

四

一

一

一

A

V

E
だ

ー

か

ら

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
お
願
い
服
装
は
、
で
き
る
だ
け
九

ム

楽

ふ

月

ま

で

に

生

れ

た

人

ふ

だ

ん

着

で

、

気

軽

に

)

~

1

日

時

一

月

十

五

日

午

前

十

時

参

加

し

て

下

さ

い

。

仇

21'tJ2
，rej
旬、
Jlra
、feJtJ
''afezr
、J12E
、-:，，
tf'Bre--J
、J
三ご電、
.2
三，‘
J-
，，r'ZJ¥
，z，

を
受
け
て
い
な
い
人

日
時
一
月
二
十
七
日
(
火
)

午
前
九
時

i
十
時

午
後
一
時
l
二
時
三
十
分

場

所

市

役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
ど
持
参

下
さ
い
。

募

集

園
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
職
員
を
募
集

三
月
完
成
す
る
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員
、
資
格
市
内
居
住
者

栄
養
士
一
人
二
十
五
歳
か
ら

三
十
歳
ま
で
の
栄
養
士
免
許
を

有
す
る
人
。

看
護
婦
二
人
二
十
歳
か
ら
三

十
歳
ま
で
の
看
護
婦
、
ま
た
は

准
看
護
婦
の
資
格
を
有
す
る
人

女
子
事
務
員
二
人
高
卒
以
上

珠
算
一
一
級
以
上
の
人
(
三
十
歳

ま
で
)

寮

母

十

三
人

四
十
歳
ま
で

調
理
員
三
人

で
の
女
子
。

二
十
五
歳
か
ら

学
歴
は
不
問
。

四
十
五
歳
位
ま

用
務
員
一
人
五
十
五
歳
ま
で

の
男
子
で
自
動
車
運
転
免
許
を

有
す
る
人
。

応
募
締
切
二
月
十
日

応
募
方
法
自
筆
履
歴
書
に
写
真

を
添
付
し
、
希
望
職
種
を
明
記

願
書
提
出
先

福
祉
事
務
所
庶
務
係

勤
務
場
所
武
部
郷
字
笹
の
谷
一

六
一
六
番
地
二
特
別
養
護
老

人
ホ
l
ム

慈

恵

荘

※
給
与
は
国
家
公
務
員
に
準
ず
る

園
大
村
文
芸
(
第
叩
集
)

原
稿
を
募
集

募
集
部
門
と
数

O
短
歌
十
首
、
川
柳

・
俳
句
十
句

現
代
詩
一
一
編

O
い
ず
れ
も
昭
和
五
十
年
の
自
作

口
問

。
散
文
形
の
も
の
は
別
途
扱
い
。

投
稿
締
切
日
一
月
十
五
日

投
稿
先

俳
句
上
小
路
四
四
五鶴
田
謙
一

川
柳
須
田
ノ
木
八
五
三
ノ
五

指

方

重

幸

短
歌
京
町
四

O
ノ
五鈴
心
木
忠
次

発
行
予
定
日
三
月
三
十
一
日

※
会
費
(
誌
代
不
要
)
六
百
円
を

投
稿
と
同
時
に
納
入
の
乙
と
。
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-
計
量
教
習
所

入
所
生
を
募
集

資
格
高
校
(
含
旧
中
学
校
)
を

卒
業
し
た
人
、
旧
高
等
学
校
尋

常
科
を
修
了
し
た
人
、
大
学
入

学
資
格
規
定
に
よ
る
資
格
検
定

に
合
格
し
た
人
、
ま
た
は
通
商

産
業
大
臣
が
前
述
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
た
人

願
書
提
出
期
限
一
月
十
六
日

試
験
期
日
二
月
十
二
日
・
十
三

口同

願
書
提
出
先
東
京
都
東
村
山
市

富
士
見
町
五
丁
目
十
二

l
三
七

通
商
産
業
省
計
量
教
習
所

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

圃
訓
練
生
(
中
卒
者
対
象

2
力
年
生
)
を
募
集

募
集
科
目
機
械
科
、

板
金
科
、

電
気
機
器
科
、
配
管
科

入
校
資
格
中
学
校
卒
業
者
で
心

身
共
に
健
全
(
色
神
正
常
)
で

技
能
修
得
意
欲
の
あ
る
人

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ぎ
』

願
書
の
受
付
期
限
一
月
二
十
日

問
合
せ
諌
早
市
小
船
越
町

一一

一
三
国
立
長
崎
総
合
高
等
職

業
訓
練
校

E
②
|
二
三
二
三

講

習

ぷ』
コ玄

圏
中
国
事
情
講
座

戦
前
、
戦
後
の
中
国
生
活
を
身

を
も
っ
て
経
験
さ
れ
た
村
部
和
義

氏
を
招
い
て
、
中
国
事
情
を
聞
く

と
共
に
、

質
問
に
答
え
て
も
ら
う

乙
と
を
中
心
に
学
ぶ
中
国
事
情
講

座日
時
一
月
二
十
七
日

l
二
月
十

七
日
毎
週
火
曜
日
午
後
七

時

t
九
時

場
所
中
央
公
民
館

対
象

成
人

定

員

三

十
人

講

師

村

部
和
義
先
生

申
込
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
一
月
二
十
日

ま
で
に
中
央
公
民
館
(
久
原
郷

一
の
一
)
へ
。

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定

い

ま

し

た

ム
諏
訪
郷
の
椛
島
邦
雄
さ
ん
は
、
第
九
回
大
村
市
社
会

福
祉
大
会
参
加
者
に
み
か
ん
を
寄
贈

ス
ポ
ー
ツ

-
新
年
車
球
大
会

日
時
一
月
二
十
五
日

午
前
九
時

t
午
後
五
時

場
所
市
民
体
育
館

参
加
料
一

般

・
高
校

二

百

円

中
学
百
五
十
円

試
合
一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

高
校
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

中
学
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

シ
ニ
ア
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

ベ
テ
ラ
ン
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

申
込
先
大
村
ス
ポ
ー
ツ

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ

親
和
金
融
内

大
村
卓
協
事
務
局

圃
月
例
車
球
大
会
成
績

一
般
男
子
一
部
個
人
戦

①
佐
藤
浩
(
三
菱
重
工
)
②
樋
上

隆
昭

(
鎮
西
高
)
@
山
本
和
典
(
鎮

西
高
)
森
強
(
花
正
ク
ラ
ブ
)

一
般
男
子
二
部
個
人
戦

①
小
嶋
孝
文
(
大
村
高
)
②
葉
山

伸
昭
(
園
芸
高
)
@
堀
池
修
(
大

村
高
)
山
口
浩
こ
ハ
大
村
高
)

一
般
女
子
一
部
個
人
戦

①
尾
上
鶴
子
(
向
陽
高
)
②
池
田

ま
ゆ
み
(
向
陽
高
)
①
津
田
美
代

子
(
向
陽
高
〉
池
田
恵
智
子

(
向

陽
高
〉

シ
こ
ア
個
人
戦

①
田
賀
武
彦

(
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ

ク

ス
)
②
江
川
光
治
(
諌
早
)
@
森

強
(
花
丘
ク
ラ
ブ
)
白
石
克
寛

(
中
村
ス
ポ
ー
ツ
)

そ

他

の

園
無
縁
墳
墓
の
改
葬

長
崎
市
平
瀬
町
一
九
四
・
一
九

五
番
地
に
所
在
す
る
通
称
平
瀬
墓

地
が
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
の

た
め
改
葬
さ
れ
ま
す
。

縁
故
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の

と
こ
ろ
へ
届
出
て
下
さ
い
。

届
出
先
長
崎
市
大
黒
町
九
番
二

十
二
号
長
崎
県
土
地
区
画
整

理
協
会
長
崎
支
所
内

長
崎
市
米
山
地
区
土
地
区
画
整

理
組
合

届
出
期
限
一
月
二
十
三
日
ま
で

埋
葬
さ
れ
て
い
る
人

伊
東
カ
メ
明
治
十
九
年
七
月

二
十
日
没

平
野
与
四
郎
明
治
十
九
年
八

月
十
六
日
没

不
明
の
墳
墓

十

三
墓
碑

長
崎
市
横
尾
町
一
五
二
二
・
一

五
三

O
番
地
に
所
在
す
る
墓
地
が

横
尾
団
地
開
発
の
た
め
改
葬
さ
れ

ま
す
。縁
故
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の

と
乙
ろ
へ

届
出
て
下
さ
い
。

届
出
先
長
崎
市
元
船
町

一
七
ノ
一

長
崎
県
住
宅
供
給
公
社

理

事

長

塩

飽

茂

届
出
期
限
二
月
十
五
日
ま
で

墳
墓
の
数
二
墓
碑

圃
年
始
の
不
燃
物

収
集
日
の
変
更

一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
(
第

一
木
曜
l
第
一
土
曜
)
の
不
燃
物

収
集
自
に
該
当
す
る
町
内
の
収
集

日
を
下
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す

の
で
、

該
当
の
町
内
は
ま
ち
が
い

の
な
い
よ
う
収
集
日
の
前
日
以
外

に
集
積
所
に
出
さ
な
い
よ
う
絶
対

に
守
っ
て
下
さ
い
。

な
お
第
一
月
曜
か
ら
は
平
常
ど

お
り
収
集
し
ま
す
。

収集日 1

i三域第1・第2水主町武部田の平
1月5日|
I IJ¥佐古.柴田.大佐古.水田1区.向陽町

|赤佐古.旭町団地.草場池の坊.
1月6日|駅前アパート.坂口.池田9・10・11区.
|池田アパート

l上諏訪.下諏訪.東諏訪.中諏訪.
1月6日!諏訪7・8区.諏訪1区.乾馬場.古町住宅.
l古町5・6区

内町

周
波
数
(
ヘ
ル
ツ
)
が

違
う
電
気
器
具
は
…

周
波
数
と
は
、

電
気
の
波
の
…

…数
の
乙
と
で
、
地
域
に
よ
っ
て
…

…
定
ま
っ
て
い
ま
す
。

…
日
本
で
は
、
静
岡
県
の
富
士
川
…

…を
境
に
東
が
五
十
ヘ
ル
ツ
西
が

…

ニ
ハ
十
ヘ
ル
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
…

ヘ
ル
ツ
の
異
な
る
地
方
へ

転
…

…
居
し
て
、

電
気
器
具
に
表
示
し
…

…
て
あ
る
ヘ
ル
ツ
と
違
う
ヘ
ル
ツ
…

…
で
使
い
ま
す
と
、
モ
ー
タ
ー
が
…

…
入
っ
て
い
る
器
具

(
ス
テ
レ
オ
…

…
な
ど
)
は
回
転
が
速
く
な
っ
た

…

…
り
、
ま
た
遅
く
な
っ
た
り
、
け
…

…
い
光
灯
の
場
合
は
音
が
し
た
り
…

…
し
ま
す
。

乙
ん
な
時
は
、

最
寄
り
の
電
…

…
気
器
具
販
売
居
に
相
談
し
て
下
…

日
大
」
い器
具
に
よ
っ
て
は
五
十
ヘ
ル
…

…ッ、

六
十
ヘ
ル
ツ
共
用
の
も
の…

…
も
あ
り
ま
す
。…‘
 …ん
あ

…

q. 
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